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適格性に関する誓約書

年    月    日
宮城県知事          殿

                         　 （代　表　者）住  所
                      　     　　　 　　　（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
                        　　　　  　　　　氏  名   　                        印
                       　    　　　 　　　（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

                         　（共同経営者）住  所
                      　     　　　 　　　（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
                        　　　　  　　　 氏  名   　                        印
                       　    　　　 　　　（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

この度，〇〇（船名）（漁船登録番号，総トン数〇〇トン）による〇〇〇〇漁業の許可申請をいたしましたが，下記事項について誓約いたします。これらが，事実と相違することが判明した場合は，宮城県が行う一切の措置又は当方が被る不利益に対して，異議の申立てを行いません。

記
次のいずれにも該当する者ではありません。また，将来においても該当することはありません。

１　漁業又は労働に関する法令を遵守せず，かつ，引き続き遵守することが見込まれない者であること。
２　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員又は同号に規定する暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者（以下「暴力団員等」という。）
３　法人であって，その役員又は漁業法施行令（昭和２５年政令第３０号）第６条で定める使用人のうちに前２号のいずれかに該当する者があるものであること。
４　暴力団員等がその事業活動を支配する者であること。
５　許可を受けようとする船舶等が知事の定める基準を満たさないこと。 

